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 ＜学校番号８８＞ 

令和７年度 教 育 課 程 

 

福島県立会津支援学校竹田校      

 

Ⅰ 学校教育目標 

 

 １ 教育目標 

 

児童生徒一人一人の病気や障がいに応じた教育により確かな学力を育み、自他を尊重する豊かな

心と健やかな身体を養い、社会の変化と向き合いながら将来をより豊かに生きようとする調和のと

れた人間の育成に努める。 

 

 

 将来をより豊かに生きようとする児童生徒の育成  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 重点目標 

（１）各教科等の指導において、個々の学習状況や病気の状態、障がいの特性、授業時数の制約等に

応じた指導内容の精選、指導方法及び指導形態の工夫により、基礎的・基本的な知識及び技能を

確実に身に付けられるよう効果的な学習活動を展開する。 

 

（２）地域や関係機関、学校等の施設・設備の活用等連携の充実を図りながら学習環境の整備に努め

るとともに、児童生徒が主体的に学習に取り組む体験的な学習活動の充実を図る。 

 

Ⅱ 小 学 部 

  

１ 学部目標 

（１）様々な学習や活動を通して基礎的・基本的な知識及び技能を確実に身に付けられるようにする

とともに、学習したことを自主的に日常の生活に活用しようとする意欲と態度を養う。 

 確かな学力  豊かな心  健やかな身体  

自己及び他者の理解をす

すめ、思いやりのある豊かな

心を育む。 

（１）自分の思いや考えを伝

えようとする心や思い

やりの心を育てる。 

（２）自分らしい生き方を実

現するための力を育て

る。 

社会の変化に対応できる

確かな学力を育む。 

（１）自ら学ぼうとする意

欲や主体的に取り組む

態度を養う。 

（２）基礎的・基本的な知

識・技能を確実に身に

付ける。 

健康な生活を送るために

必要な力を育む。 

（１）生活上の困難を主体的

に改善・克服しようとす

る態度を養う。 

（２）自分の健康について考

え、望ましい生活の習慣

や態度を形成する。 
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（２）自分の思いや考えを適切な表現により伝えることができるようにするとともに、状況や相手の

気持ちを考えて行動しようとする態度と習慣を養う。 

 

（３）自己の心身の状態に関心をもち、健康で安全な生活を送ろうとする態度と習慣を養う。  

  

２ 教育課程編成上の基本方針  

（１）教育課程編成の方針 

ア 小学校に準ずる教育を受ける病弱児である児童を対象とする通常の教育課程を編成する。 

イ 教育目標の達成を目指し、法令及び特別支援学校学習指導要領及び小学校学習指導要領に基

づき、編成する。 

ウ 小学部の教育課程は、国語、社会、算数、理科、生活、音楽、図画工作、家庭、体育及び外

国語の各教科、特別の教科である道徳（以下、「道徳科」という。）、外国語活動、特別活動、自

立活動、総合的な学習の時間をもって編成する。 

エ 各教科等においては、基礎的・基本的な内容を習得し、思考力、判断力、表現力等の育成を

図ることができるよう、教科等横断的な視点で教育課程を編成する。また、個々の児童に応じ

て学習内容を精選すること、指導方法や学習形態の工夫をすること、ICT 機器を効果的に活用

すること等により、個別最適化された学びを保障できるよう編成する。 

オ 学校の諸条件を考慮し、適切な指導体制と教育環境の整備に努め、体験的な学習の充実を図

ることができるよう適切に編成する。 

カ 生活に必要な知識及び技能を身に付け、周囲の人々と協調しながらよりよい生活を送ること

ができるよう、キャリア教育の視点のもとに編成する。 

キ 他校の児童や地域の人々との交流及び共同学習について、指導目標を明確にするとともに計

画的に実施し、協働的な学びを通して豊かな人間関係が形成できるように編成する。 

 

（２）学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の取扱い 

ア 道徳教育は、全体計画をもとに「道徳科の時間」を要として、各教科、外国語活動、総合的

な学習の時間、特別活動及び自立活動との関連を図りながら、教育活動全体を通じて適切に行

う。 

イ 児童と教師、児童相互の人間関係を深め、よりよい人間関係を築くための基礎を身に付ける

とともに、様々な体験的活動を通して、豊かな心と情操を養うよう指導を行う。また、人と自

然、郷土や国家について考える機会をもてるようにする。 

ウ 道徳教育については、学級が少人数での構成であることを考慮し、他学年の児童や他学部の

生徒との積極的なかかわりの中で、実態に応じて実践的な指導を行う。また、社会とのつなが

りの意識や他者の理解と協同、公共の精神等について、学校いじめ防止基本方針とも関連させ

ながら考える機会をもてるようにする。 

エ 家庭や医療、関係機関との連携を図り、児童の病気や障がいの状態・特性及び心身の発達の

段階等について、共通理解を図りながら指導を行う。 

    

（３）学校の教育活動全体を通じて行う体育・健康の取扱い 

ア 児童一人一人の病気の状態や障がいの特性、発達の段階に応じて、体力の向上や健康の保持

増進を図るとともに、県版「性に関する指導」の手引き等も活用しながら性に関する学習を行

うなど心と体の両面に配慮した指導を行う。 

イ 保健、安全教育の充実に努め、健康で安全な生活を営むための知識と習慣を養うことができ

るよう指導を行う。また、健康な生活と命の大切さについて学習する中でがん教育についても

適切に指導を行う。 

ウ 食育全体計画をもとに、健康や食事に関する基礎的な知識を養うための指導の充実を図るこ

とができるよう、各教科等や総合的な学習の時間との関連を図り、継続的に指導する。 

エ 防災教育を進めるに当たっては、関係機関と連携した避難訓練における指導や各教科、領域

等と密接に関連させながら、全体計画をもとにした実践的な指導を通して、安全に行動するた
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めの思考や判断力を養うことができるようにする。 

 

（４）学校の教育活動全体を通じて行う自立活動の取扱い   

ア 指導に当たっては、個々の児童の病気や障がいの状態・特性及び心身の発達の段階等に応じ

て、学習上又は生活上の困難を改善・克服し、充実した生活を送るための知識や技能、習慣を

養うよう各教科、道徳科、外国語活動、総合的な学習の時間及び特別活動と密接な関係を保ち

ながら、教育活動全体を通じて指導を行う。 

イ 定期的にスタッフ会議を開催し、個々の児童の病気や障がいの状態・特性及び心身の発達の

段階等を的確に把握し、個別の指導計画の目標や支援の方法について、教師間の共通理解を深

め、一貫した指導と日々のきめ細かな指導の積み重ねに努める。 

ウ 児童や保護者の願いやニーズを十分に把握し、個々に必要な合理的配慮を確認しながら、個

別の教育支援計画、個別の指導計画を作成し、児童の実態や課題、指導の方針を保護者と共有

しながら、効率的かつ効果的な支援ができるようにする。 

エ 長期及び短期目標を達成するために、計画、実践、評価、改善を組織的に行う。また、児童

が興味をもって主体的に取り組み、達成感を味わうことができるように配慮する。 

オ 病棟との連絡会やカンファレンス等を通して医療機関との連携を密にするとともに、必要に

応じて福祉等の関係機関とも連携して、総合的な指導・支援が行えるようにする。 

カ 医療的ケアを必要とする児童の「健康の保持」の内容については、指導医や看護師などと連

携し、配慮点を明らかにして進める。 

 

（５）当該年度に改善又は努力する事項    

ア 個々の児童に応じて適切に学習内容を精選し、ＩＣＴ機器を効果的に活用したり教材や指導

方法、指導形態を工夫したりして基礎的・基本的な知識及び技能の習得を図る。 

イ 個々の児童に配慮しながら、様々な体験的な学習の機会や集団活動を意識した他学部や他校

との交流及び共同学習の機会を工夫して設定し、社会性やコミュニケーション能力の伸長及び

生活経験の拡充を図る。 

 

（６）その他、必要な事項 

ア 重複障がい者等に関する教育課程の取扱いに該当する事項の編成方針 

○ 重複障がい児等の転入があった場合には、医師の指導・助言を参考にしながら教育課程や

学習内容・形態等について、学校全体で十分に協議し決定する。 

イ 放射線に関する指導 

○ 放射線安全教育全体計画をもとに放射線に関する副読本及び指導資料を参考に実施し、放

射線による身体への影響や放射能から身を守ることができるよう特別活動に位置付けて指

導する。指導に際しては児童の実態を踏まえ計画的に指導するものとする。 

ウ プログラミング教育に関する指導 

○ 各教科等の指導において、発達の段階に応じた問題解決的思考力や論理的思考力の育成に

向け、コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段を活用した学習活動を計画的に

取り入れる。 

エ その他 

○ 創立記念日は、５月８日（木）である。 

    ○ 第６学年の修学旅行は、６月１２日（木）から１３日（金）の１泊２日の日程で仙台方面

において実施する。 

○ １１月１日（土）に竹田フェスティバル（学芸的行事）を実施し、１１月４日（火）を振

替休業日とする。 
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３ 授業日数及び授業時数 

（１）年間授業日数 

学期／学年 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 備 考 

第１学期 ７１日 ７１日 ７１日 ７１日 ７１日 ７１日  

第２学期 ８２日 ８２日 ８２日 ８２日 ８２日 ８２日  

第３学期 ４９日 ４９日 ４９日 ４９日 ４９日 ４３日 ３／１２卒業式 

計 ２０２日 ２０２日 ２０２日 ２０２日 ２０２日 １９６日  

 

（２）年間授業時数 

学 年  

領域・教科 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

各教科 

国  語 ３１０ ３２０ ２５０ ２４８ １７５ １７５ 

社  会   ７５ ９８ １００ １１０ 

算  数 １４２ １８０ １７５ １７８ １７５ １７７ 

理  科   ９５ １０７ １０５ １０５ 

生  活 １１０ １１０     

音  楽 ７０ ７５ ６１ ６０ ５２ ５０ 

図画工作 ７０ ７５ ６１ ６１ ５２ ５０ 

家  庭     ６０ ５５ 

体  育 ４０ ４０ ４０ ４０ ４０ ３８ 

外 国 語     ７５ ７５ 

特別の教科 道徳 ３４ ３５ ３５ ３５ ３５ ３５ 

特別活動 学級活動 ３４ ３５ ３５ ３５ ３５ ３５ 

自 立 活 動 ７０ ７０ ７０ ７０ ６６ ６５ 

総合的な学習の時間   ７８ ７８ ７５ ７５ 

外 国 語 活 動   ３５ ３５   

計 ８８０ ９４０ １０１０ １０４５ １０４５ １０４５ 

学 級 編 制 １ 

 

（３）１単位時間   

○ １単位時間は４５分とする。 

 

４ 教育課程実施上の方針 

（１）基 本 方 針 

ア 各教科とも基礎的・基本的な内容の定着を図るため、体験的な学習や問題解決的な学習等を

取り入れながら探究的に学べるよう、学習内容の精選と指導の重点化を図る。 

イ 思考力・判断力・表現力等を育むために、言語に関する能力の育成を図る上で必要な言語環

境を整え、各教科等の指導を通して言語活動の充実を図る。 

 



 5 

（２）各 教 科 

各教科の指導については、小学校学習指導要領に示すものに準ずるものとし、個々の児童の実

態を踏まえて、自立活動や他教科、日常生活等との関連を密接に保ちながら学習効果を高められ

るようにする。 

ア 国  語：「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」等の基本的な国語の能力を身に付

け、言葉による見方・考え方を働かせながら目的や場面に適した話し方や聞き方の

能力を高め、伝え合う力を育てる。また、様々な言語活動を通して、言語感覚を養

い、正確に理解し適切に表現する力の育成を目指し継続的に指導する。 

イ 社  会：課題を追究したり解決したりする活動を通して、資料から必要な情報を読み取る

力や、社会への関わり方を選択・判断する力、調べたことや考えたことを表現する

力を育てながら、身近な地域や社会的事象に対する興味・関心を高める。 

ウ 算  数：数学的活動を通して、数量や図形などについての基礎的・基本的な知識・技能を

身に付け、日常の事象との関連に気付くとともに、筋道を立てて考え表現する能力

を育てる。 

エ 理  科：自然に親しみ、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察・実験を行う

ことを通して問題を科学的に解決しようとする学習活動の充実を図る。 

オ 生  活：具体的な生活体験や活動を通して、身近な人々、社会及び自然とのかかわりに関

心をもち、活動や体験したことを振り返ることにより、それらと自分自身との関連

について、考えたり気付いたりできるようにする。 

カ 音  楽：表現及び鑑賞の活動を通して、音楽の楽しさや喜びを味わわせながら豊かな感性

を育てるとともに、思いや意図をもって音楽を表現したり、音楽を味わって聴いた

りする能力を育てる。 

キ 図画工作：表現及び鑑賞の活動を通して、自らの感性や想像力を働かせながら、つくりだす

喜びを味わえるようにする。また、創造的に発想や構想をしたり、工夫して表現し

たりする技能を高めるとともに、楽しく豊かな生活を創造しようとする態度を養う。 

ク 家  庭：衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通して、家族の一員としての自覚を

もち、生活をよりよくしようと工夫する実践的な態度を育てる。また、日常生活に

必要な知識及び技能を身に付けられるようにする。 

ケ 体  育：運動に親しむとともに、心身の健康の保持増進、体力の維持と向上を図り、明る

く豊かな生活を営む態度を育てる。 

コ 外 国 語：外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動を通して、日

本語と外国語の違いや外国語の背景にある文化に対する関心をもつとともに、身近

な事柄について自分の考えや気持ちを伝え合う基礎的な力や主体的に外国語を用

いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

 

（３）特別の教科 道徳 

ア 児童の病気や障がいの状態・特性及び心身の発達の段階、地域の実情等を考慮し、児童が物

事を多面的・多角的に捉えて考えたり、感じたりできる教材の工夫や充実に努める。 

イ 学校生活や家庭生活と密接に関連をもたせながら指導を行う。 

ウ 生活の中で起こる出来事を題材に、自分を振り返ったり、話し合ったりする活動を通して道

徳的な判断力や心情を養い、他と協調してよりよい生活を送ろうとする意欲と態度を育てる。  

 

（４）外国語活動 

ア 外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、

話すことの言語活動を通して、コミュニケーション能力の素地を養う。 

イ 外国の言語や文化について、体験的な活動を通して理解を深め、外国語の音声や基本的な表

現に慣れ親しむようにする。 

ウ 主体的に外国語を用いて積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育てる。 
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（５）総合的な学習の時間 

ア 児童の興味・関心に基づく学習活動を通して、事物・現象に対する心の動きを大切にすると

ともに、自ら気付き、情報を収集し、考え、まとめ、表現できるような活動を実施する。 

イ 自分たちの生活における身近な問題を取り上げ、児童自身が主体的に探究活動を繰り広げ、

自分たちの考えや意見を深め、達成感が味わえるように、総合的な学習の時間のねらいに沿っ

て実施する。 

 

（６）特別活動 

ア 学級活動については、少人数であることを考慮し、必要に応じて学部全体で実施したり、集

会活動を実施したりする。集団の一員として話し合い、協力し合うなど、自主的・実践的な態

度を育てるようにする。 

イ 児童会活動については、第４学年以上が中学部の生徒と合同で取り組む組織として編成する。

また、集団の一員として自分の役割を果たし、実態に応じた活動が行えるようにする。 

ウ クラブ活動については、第４学年以上をもって組織し、児童の興味・関心にそった活動を計

画するとともに、個性の伸長を図り、自ら主体的な活動ができるようにする。 

エ 学校行事については、児童の実態に応じて適切に目的を定めるとともに実施内容を工夫し、

児童が主体的に参加することができるようにする。 

 

（７）自立活動 

ア 個々の児童の病気や障がいの状態・特性及び心身の発達の段階等を把握し、日常生活や学習

場面におけるつまずきや困難を改善・克服し、自立を図るために必要な力や、自分を高めよう

とする気持ちを育てられるよう指導目標・指導内容を明確にする。 

イ 各教科、道徳科、外国語活動、特別活動及び総合的な学習の時間と関連させながら、児童の

興味・関心に基づき、達成感が味わえる内容を設定し、指導内容に応じて、集団又は個別等の

指導形態を工夫する。 

ウ 個別の指導計画を作成する際には、提供する合理的配慮を児童・保護者と確認するとともに、

実態、目標、指導内容、指導方法等についての検討、評価、改善を教師間で絶えず行いながら、

協力して日々のきめ細かな指導の積み重ねに努める。 

 

Ⅲ 中 学 部 

 

１ 学部目標 

（１）様々な学習活動を通して、基礎的・基本的な知識・技能の定着を図りながら、自己の目指す進

路の実現に向けて努力する力を養う。 

  

（２）校内外での様々な活動を通して他者とかかわる経験を重ね、自分の将来の生活を考える力を養

う。 

 

（３）自己の心身の状態や特性を理解し、健康で安全な生活を送るための知識と態度を養う。 

  

２ 教育課程編成上の基本方針  

（１）教育課程編成の方針 

ア 中学校に準ずる教育を受ける病弱児である生徒を対象とする通常の教育課程を編成する。 

イ 教育目標の達成を目指し､法令及び特別支援学校学習指導要領及び中学校学習指導要領に基

づき､学校の環境､生徒の病気の状態や障がいの特性及び発達の段階を十分に踏まえた編成に

努める。 

ウ 中学部の教育課程は、必修教科（国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術・

家庭、外国語の各教科）と道徳科、特別活動、自立活動並びに総合的な学習の時間をもって編

成する。 
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エ 各教科における基礎的・基本的な内容が習得できるよう生徒の病気の状態や障がいの特性及

び発達の段階に応じて精選するとともに、指導方法の工夫やＩＣＴ機器の活用により個別最適

化された学びを保障し、学習への興味関心を高め、主体的に学習に取り組む態度や思考力、判

断力、表現力等の育成を図ることができるよう編成する。 

オ 学校の諸条件を考慮し、適切な指導体制を整え、問題解決能力の向上に努めるとともに、生

徒の実態を的確に把握し、教育効果を高めることができるよう適切に編成する。 

カ キャリア教育全体計画をもとに、生徒一人一人が自らの進路や将来の生き方について、主体

的に考え、生きる力や自己肯定感を高めることができるよう編成する。 

キ 交流及び共同学習や体験的な学習において指導目標を明確にするとともに計画的に実施し、

協働的な学びを通して経験の不足の改善を図り、より豊かな人間関係の形成と社会性の向上を

図ることができるよう編成する。 

 

（２）学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の取扱い 

ア 道徳教育は、全体計画をもとに「道徳科の時間」を要として、各教科、総合的な学習の時間、

特別活動及び自立活動等との関連を図りながら、教育活動全体を通じて適切に行う。 

イ 生徒と教師、生徒相互の人間関係を深め、よりよい生き方を主体的に考え、実現に向けて努

力しようとする態度を養う。また、社会連携の自覚や他者との協同、公共の精神等について、

学校いじめ防止基本方針とも関連させながら生徒自身が考える機会をもてるようにする。 

ウ 体験的な活動を充実させ、学校、家庭、地域社会が一体となって、生徒の内面に根ざした道

徳性の育成を図るようにする。 

エ 医療等関係機関と連携し、生徒の病気や障がいの状態・特性及び心身の発達の段階等を考慮

し、教育活動全体を通して道徳的な判断力や実践力を育成する。 

オ 悩みや葛藤等思春期の心の揺れ、人間関係の理解等の課題を積極的に取り上げ、日々の生活

の中で自らを振り返り、自己を見つめ直し、主体的な生活態度や健全な人生観が育成されるよ

うに努める。 

 

（３）学校の教育活動全体を通じて行う体育・健康の取扱い 

ア 生徒一人一人の病気の状態や障がいの特性、発達の段階に応じて、体力の向上や健康の保持

増進を図る。 

イ 学校教育活動全体を通して、生徒が主体的に健康や安全に留意した生活を営もうとする態度

を育てる。また、健康な生活や命の大切さについて学習する中でがん教育についても適切に指

導を行う。 

ウ 健康の保持増進と生活習慣病等の予防のために、食に関する知識や食を選択する力を養い、

食事、運動、休養及び睡眠など調和のとれた生活の大切さを知り、健康的な生活を送ろうとす

る態度を育てる。 

エ 食育全体計画をもとに、健康や食事に関する指導の充実が図れるよう各教科、領域、総合的

な学習の時間等との関連を図り継続的に指導する。 

オ 防災教育の充実に当たっては、関係機関と連携した避難訓練における指導や各教科、領域等

と関連させながら、学校の全体計画をもとにして安全に行動するための思考や判断力を養うこ

とができるようにする。 

カ 関係機関と連携し、性に関する指導、薬物乱用防止等の各講話の充実を図り、生涯を通じて

健康で安全な生活を送るための基礎が培われるようにする。性に関する指導については、学校

の全体計画をもとに生徒の発達の段階や実態に応じて、県版「性に関する教育」の手引きを活

用するなど内容を工夫する。 

（４）学校の教育活動全体を通じて行う自立活動の取扱い   

ア 指導に当たっては、個々の生徒の病気や障がいの状態・特性及び心身の発達の段階等に応じ

て、学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服し、自立を図るために必要な力を育むため

に学校の教育活動全体を通じて指導を行う。 

イ 定期的にスタッフ会議を開催し、個々の生徒の病気や障がいの状態・特性及び心身の発達の
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段階等を的確に把握し、個別の指導計画の目標や支援方法について、計画、実践、評価、改善

を組織的に行うことにより、教師間の共通理解を深め、一貫した指導と日々のきめ細かな指導

の積み重ねに努める。 

ウ 生徒や保護者の願いやニーズを把握し、提供する合理的配慮を確認するために、個別の指導

計画をもとに話し合う場を設け、生徒の実態を共有することにより、効果的、効率的な支援が

できるようにする。 

エ 指導に当たっては、生徒が興味・関心をもって主体的に活動に取り組み、成就感を味わうと

ともに自己肯定感を高めることができるように配慮する。 

オ 病棟との連絡会やカンファレンス等を通して医療機関との連携を密にするとともに、必要に

応じてその他の関係機関とも連携して、指導・支援が行えるよう配慮する。 

カ 「健康の保持」、「身体の動き」の指導内容及び時数については、保健体育科の目標や学習内

容との調整を図り、設定する。 

キ 医療的ケアを必要とする生徒の「健康の保持」の内容については、指導医や看護師などと連

携し、配慮点を明らかにして進める。 

 

（５）当該年度に改善又は努力する事項     

ア 教科指導においては、一人一人の教育的ニーズに応じて保護者と確認しながら指導方針を十

分に検討する。その際、教科の特性に応じた自立活動の視点を取り入れ、ＩＣＴ機器を効果的

に活用するなど生徒の学びの充実に向け工夫した授業を展開する。 

イ 個々の生徒に配慮しながら、様々な体験的な学習活動や交流及び共同学習の機会を段階的・

計画的に設け、卒業後や転出後の生活についてより具体的に考えられるようにする。 

 

（６）その他、必要な事項 

ア 重複障がい者等に関する教育課程の取扱いに該当する事項の編成方針 

○ 重複障がい児等の転入生の教育課程や学習内容、形態等については、医師の指導・助言を

参考に学校全体で十分に協議し決定する。  

○ 前籍校との連携を図り学習の系統性に留意する。 

イ 放射線に関する指導 

○ 放射線による身体への影響など放射線に対する正しい知識を身に付けることができるよう

放射線安全教育全体計画をもとに計画的に指導する。その際、特別活動に位置付けるととも

に理科の指導においても十分に扱うこととする。 

ウ その他 

○ 創立記念日は、５月８日（木）である。 

○ 第３学年の修学旅行は、９月２４日（水）から２６日（金）の２泊３日の日程で東京方面

において実施する。 

○ １１月１日（土）に竹田フェスティバル（学芸的行事）を実施し、１１月４日（火）を振

替休業日とする。 

 

３ 授業日数及び授業時数 

（１）年間授業日数 

学期／学年 第１学年 第２学年 第３学年 備 考 

第１学期 ７１日 ７１日 ７１日  

第２学期 ８２日 ８２日 ８２日  

第３学期 ４９日 ４９日 ４３日 ３／１２卒業式 

計 ２０２日 ２０２日 １９６日  
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（２）年間授業時数 

学 年  

領域・教科 
１ ２ ３ 

 

必修教科 

国   語 １４３ １４０ １０６ 

社   会 １０８ １０５ １４５ 

数   学 １４２ １０５ １４５ 

理   科 １０８ １４０ １４５ 

音   楽 ４５ ４２ ３５ 

美   術 ４５ ４１ ３５ 

保 健 体 育 ４０ ４０ ３９ 

技術・家庭 ７５ ７０ ３５ 

外  国  語 １４０ １４０ １４５ 

特別の教科 道徳 ３５ ３５ ３５ 

特別活動 学 級 活 動 ３６ ３９ ３５ 

自 立 活 動 ７８ ７８ ７５ 

総合的な学習の時間 ５０ ７０ ７０ 

計 １０４５ １０４５ １０４５ 

学 級 編 制 １ １ 

 

（３）１単位時間   

○ １単位時間は５０分とする。 

 

４ 教育課程実施上の方針 

（１）基 本 方 針 

ア 各教科とも基礎的・基本的な内容の定着を図るため、体験的な学習や問題解決的な学習等を

取り入れながら探究的に学べるよう、学習内容の精選と指導の重点化を図る。 

イ 思考力・判断力・表現力等を育むために、言語に関する能力の育成を図る上で必要な言語環

境を整え、各教科等の指導を通して言語活動の充実を図る。 

 

（２）各 教 科 

各教科の指導については、中学校学習指導要領に示すものに準ずるものとし、個々の生徒の実

態を踏まえて、自立活動や他教科、日常生活等との関連を密接に保ちながら学習効果を高められ

るようにする。 

ア 国  語：基礎的・基本的な知識・技能の定着を図りながら、自分の思いや考えを広げ、深めること

ができるような言語活動の充実を図り、国語で正確に理解し、適切に使うことができるよう

にする。 

イ 社  会：社会的事象に関心をもって、基礎的・基本的な知識・技能の習得を図る。また、

資料を適切に活用して、多面的・多角的に考察し、選択・判断等構想し表現する能

力と態度を育て、社会的な見方や考え方を養う。 

ウ 数  学：数学的活動の楽しさや数学の良さを実感しながら、基礎的、基本的な知識及び技能の

定着を図るとともに、事象を数学的に解釈し論理的に考察したり、数学的に表現したりす

る能力や態度を養う。 

エ 理  科：観察や実験などに関する基本的な技能を身につけ、進んで自然の事物・事象に関

わり、見通しをもって観察・実験などに取り組むことにより、理解を深め、科学的
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に探究する力を養う。 

オ 音  楽：表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、音楽の楽しさや喜びを味わわせ、音楽に対する

感性を豊かにするとともに、音楽表現を創意工夫したり、音楽のよさや美しさを味

わって聴いたりする能力を育てる。 

カ 美  術：表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、美術の創造活動の喜びを味わい、感性を豊かに

し、美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めることができるようにする。 

キ 保健体育：心身の健康の保持増進と体力の向上を目指し、個人生活における健康・安全につ

いて理解するとともに明るく豊かな生活を営む態度を育てる。 

ク 技術・家庭：生活と技術についての基礎的な理解を図り、生活の営みに係る見方・考え方や技

術の見方・考え方を働かせ、よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、

生活を工夫し創造しようとする実践的な態度を養う。 

ケ 外 国 語：外国語を通じて、文化に対する理解を深め、聞くこと、読むこと、話すこと、書

くことの言語活動を通して、簡単な情報や考えなどを理解したり表現したり伝え合

ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を育て、主体的にコミュニケーシ

ョンを図ろうとする態度を養う。 

 

（３）特別の教科 道徳 

ア 生徒の病気や障がいの状態・特性及び心身の発達の段階、地域の実情等を考慮し、言語活動

や体験活動を取り入れるなど指導方法や教材を工夫することで道徳的諸価値及び道徳的実践

意欲を養う。 

イ 自己を理解し、物事を広い視野から考え、自分の生き方について考えを深める学習を通して、

道徳的な判断力や心情を育てる。 

 

（４）総合的な学習の時間 

ア 体験的な学習を通じて、自らの「学び」、「考え」について見つめ直し、将来に向けての自己

の生き方について多角的に考えようとする意欲を育む。 

イ 生徒一人一人の興味・関心や問題意識に基づいたテーマ学習、地域や職場、病院内機関等を

利用した職場見学及び体験やボランティア活動などを通して、自らの課題を探究し、学んだこ

とを発表する活動を計画し、主体的な取り組みになるようにする。 

 

（５）特別活動 

ア 学級活動については、必要に応じて学部全体で実施したり、月ごとに集会活動を実施したり

する。集団の一員として話し合い、協力し合うなど、自主的・実践的な態度を育てるようにす

る。 

イ 生徒会活動については、小学部の児童会活動と合同で実施するよう工夫し、自主的・自律的

に自らの役割を果たし、自治的な活動に取り組もうとする実践的態度を育成する。 

ウ 学校行事については、生徒の実態に応じて適切に目標を定めるとともに、実施内容を工夫し、

生徒が主体的に企画・運営をして進めることができるようにする。 

 

（６）自立活動 

ア 個々の生徒の病気や障がいの状態・特性及び心身の発達の段階等を把握し、日常生活や学習

場面におけるつまずきや困難を改善・克服し、自立を図るために必要な力や、自分を高めよう

とする気持ちを育てられるよう指導目標・指導内容を明確にした個別の指導計画に基づいて行

う。また、個別の指導計画については、時間における指導だけでなく、各教科における指導に

ついても目標及び指導計画を明確にし、共通理解を図りながら実施する。 

イ 各教科、道徳科、特別活動及び総合的な学習の時間と密接な関連を保ち、生徒の興味・関心

に基づき、達成感が味わえる内容を設定し、指導内容に応じて、集団もしくは個別的支援等、

指導方法を工夫する。 

ウ 個別の指導計画を作成する際には、提供する合理的配慮を生徒・保護者と確認するとともに、
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教師間で実態、目標、指導内容、指導方法等について情報を共有しながら検討を行い、評価、

改善を絶えず行いながら、協力して一貫した指導と日々のきめ細かな指導の積み重ねに努める。 

エ 人間関係の形成を図る指導に重点を置き、心身の特性の理解や他者とのかかわりを大切にし、

生徒の実態に合わせた指導方法や内容を取り入れながら状況に応じたコミュニケーションや

行動ができる力を養う。 
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学校番号（８８） 

令和７年度 児童生徒会活動・学校行事年間計画表 

                                    福島県立会津支援学校竹田校 小・中学部 通常の学級 

 児 童 生 徒 会 活 動 学 校 行 事 

月 日・曜 行 事 名 時数 日・曜 行  事  名 日数 時数 

４ 

 ２１（月） 

 

 

 

 

児童生徒会総会 

 

 

 

 

１時 

 

 

 

 

７（月） 

 

８（火） 

１７（木） 

２８（月） 

３０（水） 

入学式 

第１学期始業式、着任式 

身体測定 

内科検診 

防犯教室 

眼科検診 

 

 

 

 

１時 

１時 

※１ 

※１

１時 

１時 

５ 

    ９（金）

１２（月） 

１４（水） 

２３（金） 

歯科検診 

耳鼻科検診 

第１回避難訓練（地震） 

交通安全教室 

 

 

 

 

 

 

※１ 

１時 

１時 

１時 

 
６ 

   １２（木） 

１３（金） 

小学部修学旅行（６年） 

 

２日 

 
 

７    １８（金） 第１学期終業式  １時 

８ 
   ２６（火） 

２７（水） 

第２学期始業式 

身体測定 
 

１時 

※１ 

９ 

   １９（金） 

２４（水） 

２５（木） 

２６（金） 

 

小学部遠足 

中学部修学旅行（３年） 

 

 

 

１日

３日 

 

 

 

 

１０    ２４（金） 竹田フェスティバル予行  ３時 

１１ 

    １（土） 

５（水） 

１２（水） 

 

竹田フェスティバル 

歯科検診 

第２回避難訓練（火災） 

 

１日 

 

 

 

※１ 

１時 

 １２    ２４（水） 第２学期終業式  １時 

１ 
   ８（木） 

９（金） 

第３学期始業式 

身体測定 
 

１時 

※１ 

２ １６（月） 児童生徒会総会 １時     

３ 

    ９（月） 

１２（木） 

２３（月） 

卒業式予行 

卒業証書授与式 

修了式 

１日 

２時 

 

１時 

児 童 生 徒 会 活 動 年 間 合 計 学 校 行 事 年 間 合 計 

    小学部  ４年～６年   ２時間 

  

    中学部  １年～３年   ２時間 

 

 

 

 

 

    小学部（１年）         ３日 １９時間 

   小学部（２年～５年）   ３日 ２０時間 

    小学部（６年）         ５日 １９時間 

    中学部（１年）         ２日 １９時間 

   中学部（２年）       ２日 ２０時間 

    中学部（３年）        ５日 １９時間 

※１ 合わせて２時間で計上。 
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令和 ７ 年度      日  課  表     
小学部 通常の学級 

時程 

月～金 
月 火 水 木 金 

8:20 登  校 

  準  備 

8:25  

 8:35 
短学活 

8:35 

    

9:20 

      
  

  

  
休み時間 

9:35 

 

   10:20 

      
  

  

  
休み時間 

10:35 

 

   11:20 

      
  

  

  
休み時間 

11:35 

 

   12:20 

      

  

  

  
昼  食 

13:20 
 

   13:30 
清  掃 

13:35 

 

   14:20 

     

  
休み時間 

14:35 

 

   15:20 

     

15:20 

 

   15:30 

短学活（帰りの会） 

15:35 下 校 

＊（１．２．３年生 ５校時の場合は、１４：２０～１４：３０短学活、１４：３５下校） 
 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 
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令和 ７ 年度      日  課  表     
中学部 通常の学級 

時程 

月～金 
月 火 水 木 金 

8:20 登  校 

  準  備 

8:25    

8:35 
短学活 

8:35 

    

9:25 

      
  

  

  
休み時間 

9:35 

 

   10:25 

      
  

  

  
休み時間 

10:35 

 

   11:25 

      
  

  

  
休み時間 

11:35 

 

   12:25 

      
  

  

  
昼  食 

13:20 
 

   13:30 
清  掃 

13:35 

 

   14:25 

 

 

   

  
休み時間 

14:35 

 

   15:25 

 

 

   

15:25 

 

   15:35 

 

短学活（帰りの会） 

 

15:40 下 校 

 

１ 

２ 

３ 

５ 

６ 

４ 


